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司
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文
要
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は
じ
め
に

❶
長
野
荘
の
概
観

❷
豊
田
郷
、
横
田
、
俣
賀
、
梅
月

❸
飯
田
郷
、
虫
追

❹
安
富
郷

❺
得
屋
郷

❻
角
井
郷

❼
吉
田
郷

❽
高
津
郷

❾
美
濃
地
・
黒
谷

❿
白
上
郷

⓫
市
原
郷

⓬
須
子
郷

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
石
見
国
長
野
荘
を
め
ぐ
る
諸
領
主
の
動
向
を
分
析
す
る
。

　

中
世
の
島
根
県
益
田
市
域
に
は
、
益
田
荘
と
長
野
荘
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
荘
園
が
あ
り
、
従
来

は
益
田
荘
と
そ
の
領
主
益
田
氏
の
研
究
が
大
き
く
進
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
近
年
、
長
野
荘
に
つ
い

て
の
研
究
が
大
き
く
進
展
し
た
。
ま
ず
、
石
見
国
長
野
荘
に
つ
い
て
の
研
究
史
を
振
り
返
る
。

　

筆
者
は
以
前
、
長
野
荘
に
つ
い
て
、
南
北
朝
時
代
の
領
主
の
割
拠
状
況
と
、
室
町
時
代
に
お
け
る

益
田
氏
の
長
野
荘
進
出
の
過
程
を
考
察
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
荘
内
の
郷
ご
と
に
主
に
室
町
期
ま
で
の
領
有
の
変
遷
を
追
う
。
長
野
荘
で
は
領
家
で

あ
っ
た
卜
部
氏
の
勢
力
が
根
強
く
残
っ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
一
方
、
高
津
氏
や
内
田
氏
な

ど
益
田
氏
と
競
合
し
う
る
領
主
も
存
在
し
た
が
、
大
き
く
勢
力
を
伸
ば
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
長
野
荘
、
高
津
川
、
益
田
氏
、
卜
部
氏
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た
だ
、
そ
れ
は
益
田
市
域
で
も
東
部
の
旧
益
田
荘
域
が
主
な
検
討
対
象
で
あ
っ
た

こ
と
は
否
め
な
い
。
旧
長
野
荘
域
や
長
野
荘
に
割
拠
し
た
領
主
た
ち
の
研
究
は
あ
ま

り
進
ん
で
い
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
声
も
複
数
あ
っ
た
（
（
（

。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
長
野
荘
研
究
は
急
速
に
進
展
し
た
。
近
年
の
長
野
荘
研
究
の

進
展
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
西
田
友
広
氏
は
『
論
集
1
』
に
て
、「
長
野
荘
は
大
治
四
年
（
一
一
二
九
）

に
石
見
守
と
な
っ
た
卜
部
兼
仲
に
よ
っ
て
待
賢
門
院
を
本
家
、
兼
仲
を
領
家
と
す
る

荘
園
と
し
て
成
立
し
、
待
賢
門
院
か
ら
そ
の
息
子
の
後
白
河
院
に
相
伝
さ
れ
、
後
白

河
院
に
よ
っ
て
粟
田
宮
社
領
に
寄
進
さ
れ
た
結
果
、
粟
田
宮
社
を
管
轄
す
る
青
蓮
院

門
跡
を
本
家
、「
仲
」
字
を
通
字
と
す
る
卜
部
氏
を
領
家
と
す
る
荘
園
と
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
」
と
、
長
野
荘
の
立
荘
に
つ
い
て
重
要
な
指
摘
を
さ
れ
た
（
（
（

。

　

こ
れ
を
受
け
て
、
久
留
島
典
子
氏
は
こ
れ
ま
で
看
過
さ
れ
て
い
た
益
田
家
に
伝

わ
っ
た
系
図
群
の
史
料
と
し
て
の
価
値
を
評
価
さ
れ
る
中
で
、「
長
野
荘
各
郷
下
司

職
系
図
」（
国
7
―
2
―
15
。
以
下
、「
長
野
荘
系
図
」
と
略
す
）
を
紹
介
し
検
討
さ

れ
た
（
（
（

。
こ
の
系
図
に
は
、
長
野
荘
立
券
時
の
下
司
や
、
各
郷
の
伝
来
に
つ
い
て
の
貴

重
な
情
報
が
含
ま
れ
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。
久
留
島
氏
は
同
系
図
に
つ
い
て
続
編
で

も
検
討
を
深
め
ら
れ
た
（
（
（

。

　

ま
た
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
共
同
研
究
「
中
世
日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る

武
家
領
主
支
配
の
研
究
」（
研
究
代
表
者
：
田
中
大
喜
）
が
益
田
市
域
を
基
軸
事
例

と
し
て
二
〇
一
六
年
度
か
ら
二
〇
一
八
年
度
ま
で
実
施
さ
れ
た
（
実
際
に
は
二
〇
一

五
年
度
や
二
〇
一
九
～
二
〇
二
一
年
度
も
含
む
）。

　

同
共
同
研
究
で
は
、「
石
見
国
の
益
田
川
・
高
津
川
流
域
社
会
を
基
軸
事
例
と
し

て
取
り
上
げ
、
山
野
河
海
・
耕
地
・
水
利
・
交
通
路
・
寺
社
・
町
場
（
集
散
地
）・

村
落
・
領
主
居
館
等
、
中
世
の
地
域
社
会
の
実
像
を
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し

て
考
察
し
、
そ
の
構
造
を
立
体
的
に
究
明
し
、
そ
こ
に
武
士
が
い
か
に
関
与
し
た
の

か
を
多
角
的
に
追
究
す
る
こ
と
で
、
武
士
の
領
主
支
配
が
受
容
さ
れ
た
諸
契
機
を
明

ら
か
に
す
る
」
こ
と
が
目
指
さ
れ
た
。

は
じ
め
に

　

中
世
の
益
田
市
域
に
は
、
益
田
荘
と
長
野
荘
と
い
う
大
規
模
な
二
つ
の
荘
園
が
形

成
さ
れ
て
い
た
。
益
田
川
中
～
下
流
域
お
よ
び
益
田
市
北
部
と
浜
田
市
の
旧
三
隅
町

域
を
領
域
と
し
た
益
田
荘
に
対
し
、
高
津
川
下
流
域
を
領
域
と
し
た
の
が
長
野
荘
で

あ
る
。

　

益
田
荘
で
は
南
北
朝
時
代
に
領
主
・
益
田
氏
が
勢
力
を
伸
ば
し
、
室
町
時
代
か

ら
戦
国
時
代
に
か
け
て
、
長
野
荘
も
支
配
下
に
お
さ
め
て
い
く
。
益
田
家
が
そ
の

家
文
書
「
益
田
家
文
書
」
を
多
く
伝
え
（
数
え
方
に
よ
る
が
、
中
世
文
書
だ
け
で
も

八
〇
〇
点
と
さ
れ
る
）、
関
連
す
る
遺
跡
や
美
術
品
等
も
良
質
か
つ
豊
富
で
あ
る
こ

と
、
益
田
氏
の
館
の
遺
跡
・
三
宅
御
土
居
跡
の
保
存
運
動
が
市
民
の
み
な
ら
ず
研
究

者
の
注
目
を
集
め
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
日
本
中
世
史
研
究
に
お
い
て
益
田
お
よ
び
益

田
氏
は
早
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
た
。

　

特
に
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
が
『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け　

第
二
十
二
』
と
し
て

「
益
田
家
文
書
」
の
活
字
化
を
進
め
た
こ
と
（
全
五
巻
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
二
一

年
ま
で
）、
ま
た
、
益
田
市
教
育
委
員
会
が
「
益
田
家
文
書
」
以
外
の
中
世
の
益
田

お
よ
び
益
田
氏
に
関
わ
る
文
献
を
収
集
し
た
史
料
集
『
中
世
益
田
・
益
田
氏
関
係
史

料
集
』（
二
〇
一
六
年
）
を
刊
行
し
た
こ
と
で
、
史
料
の
利
用
が
容
易
に
な
り
、
研

究
は
大
幅
に
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

二
〇
一
四
～
二
〇
一
六
年
度
に
島
根
県
お
よ
び
益
田
市
が
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

の
協
力
を
得
て
共
同
研
究
「
石
見
の
中
世
領
主
の
盛
衰
と
東
ア
ジ
ア
海
域
世
界
―
御

神
本
一
族
を
軸
に
―
」
を
実
施
し
、
二
〇
一
七
年
に
そ
の
成
果
を
公
開
す
る
特
別
展

「
石
見
の
戦
国
武
将
」
が
島
根
県
立
石
見
美
術
館
に
て
開
催
さ
れ
、
二
〇
一
八
年
に

成
果
論
集
『
石
見
の
中
世
領
主
の
盛
衰
と
東
ア
ジ
ア
海
域
世
界
』（
島
根
県
古
代
文

化
セ
ン
タ
ー
。
以
下
で
は
、『
論
集
1
』
と
省
略
す
る
）
が
刊
行
さ
れ
る
な
ど
、
中

世
益
田
研
究
は
急
速
に
進
展
し
た
。
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そ
の
成
果
は
、『
中
世
益
田
現
地
調
査
成
果
概
報
』
Vol.‌

1
～
3
、（
（
（

『
国
立
歴
史
民

俗
博
物
館
研
究
報
告
』（
以
下
で
は
『
歴
博
研
究
報
告
』
と
省
略
す
る
）
二
一
二

集
、
二
〇
一
八
年
に
収
録
さ
れ
た
論
文
二
編
と
史
料
紹
介
一
編
（
（
（

、
二
〇
一
九
年
に
益

田
市
内
で
開
催
さ
れ
た
第
一
一
二
回
歴
博
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
中
世
益
田
の
世
界
」
及

び
そ
の
内
容
を
ま
と
め
た
田
中
大
喜
編
『
中
世
武
家
領
主
の
世
界
』（
勉
誠
出
版
、

二
〇
二
一
年
）、
二
〇
二
二
年
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
「
中
世
武

士
団
」
展
及
び
そ
の
図
録
『
中
世
武
士
団
』（
一
般
財
団
法
人
歴
史
民
俗
博
物
館
振

興
会
、
二
〇
二
二
年
）
な
ど
に
よ
っ
て
公
開
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
二
〇
一
八
～
二
〇
二
〇
年
度
に
島
根
県
古
代
文
化
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た

テ
ー
マ
研
究
「
中
世
石
見
に
お
け
る
在
地
領
主
の
動
向
」
で
は
、
二
〇
一
四
～
二
〇

一
六
年
度
の
共
同
研
究
で
益
田
氏
の
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
と
も
い
う
べ
き
吉
見
氏
に
つ

い
て
の
研
究
に
課
題
を
残
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
吉
見
氏
と
益
田
氏
の
関
係
に
焦
点

が
当
て
ら
れ
、
両
者
が
激
し
く
争
っ
た
長
野
荘
に
つ
い
て
も
研
究
が
進
ん
だ
。
そ
の

成
果
は
、
論
集
『
中
世
石
見
に
お
け
る
在
地
領
主
の
動
向
』（
島
根
県
古
代
文
化
セ

文
書
』
所
収
の
文
書
に
つ
い
て
は
そ
の
整
理
番
号
を
付
し
て
『
益
田
家
』
九
五
八
号

の
よ
う
に
、『
中
世
益
田
・
益
田
氏
関
係
史
料
集
』
所
収
の
文
書
に
つ
い
て
は
「
内

田
家
文
書
」（『
史
料
集
』
四
号
）
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
省
略
す
る
。
ま
た
、
史
料

の
引
用
の
際
、
細
書
き
は
〈　

〉
に
よ
り
、
割
書
き
と
そ
の
行
替
え
は
〈　

／　

〉

に
よ
り
示
す
。

❶
長
野
荘
の
概
観

　

ま
ず
長
野
荘
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　

長
野
荘
は
、
建
長
八
年
（
一
二
五
六
）
に
は
崇
徳
院
の
御
影
堂
で
あ
る
粟
田
宮
社

領
と
し
て
見
え
（「
華
頂
要
略
」〈『
史
料
集
』
二
一
号
〉）、
応
仁
二
年
（
一
四
六
八
）

に
お
い
て
も
「
粟
田
宮
社
領
石
見
国
美
濃
郡
長
野
荘
」
と
見
え
る
（『
益
田
家
』

九
六
三
号
）。

　

貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
の
「
石
見
国
中
荘
公
惣
田
数
注
文
案
」（『
益
田
家
』

八
六
一
号
。【
表
1
】
参
照
。
以
下
で
は
「
惣
田
数
注
文
案
」
と
略
す
）
に
「
な
か

の
ゝ
し
や
う　

百
八
十
八
町
五
反
百
七
十
歩
内
」
と
見
え
、
豊
田
、
飯
田
、
安
富
、

得
屋
、
角
井
、
吉
田
、
高
津
、
美
濃
地
黒
谷
、
白
上
、
市
原
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。「
長
野
荘
系
図
」
に
こ
れ
ら
十
郷
の
う
ち
飯
田
郷
を
除
く
九
郷
が
見
え
、
飯

田
郷
の
代
わ
り
に
「
本
郷
」
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
飯
田
郷
が
長
野
荘
本
郷
で
あ

ろ
う
こ
と
を
久
留
島
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。

　

一
方
で
、
室
町
期
に
は
、「
荘
内
七
郷
」
と
い
う
文
言
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
（『
益

田
家
』
一
三
四
号
な
ど
）、
そ
れ
は
、
吉
田
、
高
津
、
須
子
、
角
井
、
安
富
、
豊
田
、

横
田
の
各
郷
で
あ
り
、
鎌
倉
初
期
と
は
異
動
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
高
津
川
沿

い
の
平
野
部
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
開
発
に
よ
り
長
野
荘
に
お
け
る
重
要
性
を
高

め
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
俣
賀
、
梅
月
、
徳
屋
、
白
上
、
黒
谷
、
美
濃
地
な
ど
は
内

陸
部
の
小
盆
地
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
山
林
資
源
が
豊
か
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
（
（
（

。

ン
タ
ー
、
二
〇
二
二
年
。
以
下
、『
論
集
2
』）
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
共
同
研
究

に
あ
わ
せ
て
、
筆
者
を
代
表
と
す
る
二
〇
一
八
年
度
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
一
般
共

同
研
究
「
中
世
石
見
国
高
津
川
流
域
の
史
料
調
査
と
研
究
」
も
実
施
し
、
二
〇
一
九

年
に
島
根
県
立
石
見
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
益
田
氏
VS
吉
見
氏
」
に
よ

り
そ
の
成
果
を
公
開
し
た
。
こ
こ
で
も
長
野
荘
を
め
ぐ
る
益
田
氏
と
吉
見
氏
の
抗
争

と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

　

さ
て
、
筆
者
は
『
中
世
武
家
領
主
の
世
界
』
に
「
中
世
後
期
石
見
国
長
野
荘
を
め

ぐ
る
諸
武
家
領
主
の
動
向
」（
以
下
、
前
稿
）
と
し
て
、
南
北
朝
期
に
お
け
る
領
主

の
割
拠
状
況
と
、
益
田
氏
の
長
野
荘
進
出
の
過
程
を
考
察
し
た
が
、
二
〇
一
九
年
に

脱
稿
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
史
料
の
発
見
や
研
究
の
進
展
に
よ
り
、
加
筆
・

修
正
す
べ
き
点
が
多
い
。
本
稿
で
は
、
前
稿
と
は
視
点
を
変
え
、
長
野
荘
内
の
郷
ご

と
に
主
に
室
町
期
ま
で
の
領
有
の
変
遷
を
追
う
こ
と
と
し
た
い
。

　

典
拠
を
示
す
に
あ
た
っ
て
は
、『
大
日
本
古
文
書　

家
わ
け
第
二
十
二　

益
田
家
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❷
豊
田
郷
、
横
田
、
俣
賀
、
梅
月

　
「
惣
田
数
注
文
案
」
に
よ
る
と
、
豊
田
郷
は
美
濃
郡
で
は
な
く
、
吉
賀
郡
（
鹿
足

郡
と
も
）
に
属
し
、「
十
八
丁
四
反
百
五
十
歩
」
で
あ
る
。

　
「
長
野
荘
系
図
」
に
は
、
長
野
荘
立
券
時
の
下
司
八
人
に
「
藤豊
田
原
国
俊
」
と
「
実

俊
〈
国
俊
／
養
子
〉」
が
見
え
、
ま
た
豊
田
郷
下
司
職
の
相
伝
を
伝
え
る
系
図
に
は
、

国
俊
に
「
豊
田
郷
本
下
司
」
の
注
記
が
あ
り
、
実
子
と
思
わ
れ
る
国
広
、
さ
ら
に
そ

の
子
国
弘
と
い
う
系
譜
が
記
さ
れ
る
が
、
国
俊
の
養
子
実
俊
以
下
、
俊
宗
、
兼
俊
と

続
く
系
譜
も
記
さ
れ
、
実
俊
に
「
字
曽
利
太
郎
」
の
注
記
が
あ
る
。
ま
た
、
国
俊
の

甥
の
子
国
直
が
寿
永
元
年
（
一
一
八
二
）
に
豊
田
郷
の
下
司
職
を
得
た
と
い
う
記
述

が
あ
る
。

名称 反 歩 備考
石見国 14760 300
安濃郡 2619 60
迩摩郡 1217
那賀郡 3073
邑智郡 2402 120
美濃郡
庄領 3189 60
なかのゝしやう 1885 170
とよた 184 150 吉賀郡内
いゝ田の郷 394 120
やすとミ 122 120 地頭・領家共ニ
とくや 202 120
つの井 85 180
よした 505 60
たかつ 118
ミのち・くろたに 110 180
しらかミ 98
いちわら 64 120 地頭・領家わけへし
ますたのしやう 1488 120
ほんかう 917 60
なつた 235 60
いのむら 81
やとミ 165
おとよし 90

公領 122
ひきみ・まろも 51 120
かみつも 70 240

吉賀郡 1138 30 なかのゝしやうの内豊田を含む。

【表1】石見国中荘公惣田数注文案

美濃郡のみ内訳を示している。
1反=360歩である。
史料の数値は計算があわない箇所があるが、史料の表記のママと
している。

と
呼
ぶ
）
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
内
田
氏
、
両
俣
賀
氏
の
所
領
が
豊
田
郷
の
中
で

ど
の
よ
う
に
分
割
さ
れ
た
か
を
検
討
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
内
田
氏
と
俣
賀
氏

と
で
、
ま
ず
豊
田
郷
内
の
横
田
の
中
道
（
近
世
往
還
道
と
お
お
よ
そ
一
致
す
る
と
す

る
）
よ
り
上
（
横
田
上
村
）
を
内
田
氏
、
横
田
の
中
道
よ
り
下
（
横
田
下
村
）
と
俣

賀
を
俣
賀
氏
が
領
有
し
、さ
ら
に
俣
賀
の
中
道
よ
り
上
（
俣
賀
上
村
）
を
上
俣
賀
氏
、

俣
賀
の
中
道
よ
り
下
（
俣
賀
下
村
）
を
下
俣
賀
氏
が
領
有
し
、
さ
ら
に
横
田
下
村
も

上
俣
賀
氏
と
下
俣
賀
氏
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
横
田
・
俣
賀
は
豊
田
郷
の
一
部
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
梅
月
は
、「
豊

田
郷
俣
賀
村
内
梅
付
藤
次
太
夫
屋
敷
田
畠
」
と
い
う
文
言
が
見
ら
れ
（
日
本
大
学
所

蔵
「
俣
賀
家
文
書
」〈『
史
料
集
』
五
二
号
〉）、
俣
賀
村
の
一
部
で
あ
っ
た
。
横
田
に

つ
い
て
は
応
仁
二
年
の
文
書
に
「
粟
田
宮
社
領
石
見
国
美
濃
郡
長
野
庄
豊
田
郷
領
家

　

別
の
「
石
見
国
益
田
庄
内
乙
吉
土
田
村
相
伝
系
図
」

（
国
7
―
2
―
4
）
に
よ
る
と
、
国
久
―
実
俊
―
俊
宗

の
三
人
に
「
曽
利
大
夫
」
ま
た
は
「
曽
利
太
郎
」
の
注

記
が
あ
り
、「
曽
利
者
、
豊
田
郷
異
名
也
」
と
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
俊
宗
の
子
栄
宗
以
降
は
「
乙
吉
」
の

注
記
が
あ
り
、
益
田
荘
の
乙
吉
の
領
主
と
な
る
よ
う

だ
。

　

さ
て
、
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）、
石
見
国
貞
松
・

豊
田
地
頭
職
が
内
田
宗
茂
に
宛
行
わ
れ
た
（「
永
田
秘

録
」
六
四
所
収
「
内
田
家
文
書
」〈『
史
料
集
』
四
号
〉）。

そ
の
後
、
こ
の
豊
田
地
頭
職
を
内
田
氏
の
一
族
が
ど
の

よ
う
に
相
伝
し
、
俣
賀
氏
な
ど
の
庶
子
家
を
分
出
し
た

か
に
つ
い
て
は
、
渡
邊
浩
貴
氏
の
研
究
（
（
（

が
現
時
点
で
の

到
達
点
で
あ
る
。

　

渡
邊
氏
は
、
内
田
氏
か
ら
分
か
れ
た
俣
賀
氏
が
さ
ら

に
二
系
統
に
分
か
れ
る
（
仮
に
上
俣
賀
氏
と
下
俣
賀
氏
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分
之
内
、
自
川
西
横
田
事
」
と
あ
り
、
支
証
が
明
白
で
あ
る
と
し
て
領
家
卜
部
氏

の
子
孫
と
思
し
き
領
家
蔵
人
大
郎
仲
堯
に
返
付
さ
れ
て
い
る
（『
益
田
家
』
九
六
三

号
）。
豊
田
郷
の
う
ち
、
川
よ
り
西
側
が
横
田
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
川
」
は

高
津
川
本
流
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、
匹
見
川
の
旧
河
道
と
さ
れ
る
後
川
の
こ
と
と

思
わ
れ
る
。
室
町
後
期
の
史
料
に
は
、
豊
田
と
横
田
を
並
べ
て
表
記
す
る
も
の
も
あ

る
の
で
（『
益
田
家
』
一
三
四
号
な
ど
）、
横
田
の
開
発
が
進
ん
で
い
た
可
能
性
も
あ

る
。
た
だ
し
、
そ
の
後
も
横
田
・
俣
賀
・
梅
月
が
豊
田
郷
の
一
部
と
す
る
表
記
も
あ

る
（『
益
田
家
』
二
二
五
号
な
ど
）。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
室
町
後
期
に
至
っ
て
も
領
家
分
が
実
態
を
伴
っ
て
お
り
、
し
か

も
領
家
で
あ
っ
た
卜
部
氏
の
子
孫
と
思
し
き
人
物
に
安
堵
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深

い
。

　

永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
に
禅
幸
（
寺
戸
氏
）
ほ
か
一
〇
六
名
が
永
享
四
年
に
戦

死
し
た
益
田
兼
理
の
子
松
寿
（
後
の
益
田
兼
堯
と
思
わ
れ
る
）
を
「
益
田
之
惣
領
主

人
」
と
し
て
仰
ぎ
、
忠
節
を
尽
く
す
こ
と
を
誓
っ
た
「
禅
幸
〈
寺
戸
氏
〉
等
連
署
起

請
文
」（『
益
田
家
』
八
五
五
号
。
以
下
、「
禅
幸
等
起
請
文
」
と
略
す
）
に
は
横
田

七
郎
右
衛
門
尉
致
慶
が
見
え
、「
致
」
字
が
内
田
氏
の
通
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
内

田
氏
の
一
族
で
横
田
を
名
字
と
す
る
人
物
を
被
官
化
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ

る
。

❸
飯
田
郷
、
虫
追

　
「
惣
田
数
注
文
案
」
に
よ
る
と
、
飯
田
郷
は
「
卅
九
丁
四
反
小
」
で
、
吉
田
郷
に
次

ぐ
。
従
来
は
、
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
に
源
範
頼
が
藤
原
兼
季
・
兼
高
父
子
に
安

堵
し
た
所
領
に
「
飯
多
郷
」（
飯
田
。
以
下
同
）
が
見
え
（『
益
田
家
』
一
号
〈
八
〉）、

貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
に
掃
部
助
仲
広
の
非
論
を
退
け
、
飯
多
郷
地
頭
職
を
兼
季

に
安
堵
せ
よ
と
の
関
東
下
知
状
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
（『
益
田
家
』
四

号
）。

　

こ
の
掃
部
助
仲
広
に
つ
い
て
は
、
長
野
荘
の
領
家
卜
部
氏
の
一
族
の
可
能
性
が
あ

る
と
西
田
友
広
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
さ
ら
に
久
留
島
典
子
氏
は
、「
長
野
荘
系　

図
」
の
検
討
か
ら
、
紀
氏
女
か
ら
そ
の
女
子
へ
相
伝
さ
れ
た
本
郷
下
司
職
が
そ
の
子

仲
広
へ
伝
領
さ
れ
、
長
野
荘
に
勢
力
伸
長
を
図
る
益
田
氏
と
対
立
し
た
結
果
、
貞
応

二
年
の
相
論
が
生
じ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
の
と
お
り
、
飯
田
郷
が

長
野
荘
の
本
郷
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。

　

そ
の
後
も
簡
単
に
益
田
氏
領
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
、
鎌
倉
時
代
の

間
、
次
の
よ
う
な
文
書
が
見
ら
れ
る
。
宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）、
鎌
倉
幕
府
は
委

文
宗
景
に
長
野
庄
内
白
上
村
半
分
と
飯
田
郷
の
地
頭
職
を
祖
母
白
上
尼
の
譲
状
ど
お

り
安
堵
し
た
（「
益
田
實
氏
所
蔵
文
書
」
九
号
）。
嘉
元
二
年
（
一
三
〇
四
）、
某
が

飯
多
・
市
原
政
所
に
、
源
茂
国
を
代
官
職
に
任
じ
た
と
伝
え
た
（
長
府
博
物
館
蔵

「
筆
陳
」
所
収
文
書
〈『
史
料
集
』
四
一
号
〉）。
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）、
行
忍
が

四
郎
左
衛
門
入
道
に
、「
飯
多
并
市
原
両
郷
奉
行
」
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
た

（「
長
府
毛
利
家
文
書
」〈『
史
料
集
』
六
〇
号
〉）。

　

南
北
朝
・
室
町
時
代
に
な
る
と
、
永
徳
三
年
（
一
三
八
三
）
に
祥
兼
（
益
田
兼

見
）
が
兼
世
（
益
田
兼
顕
）
に
、
応
永
五
年
（
一
三
九
八
）
に
道
兼
（
益
田
兼
顕
）・

益
田
兼
家
が
益
田
兼
理
に
、
同
二
十
九
年
に
兼
理
が
そ
の
嫡
子
益
一
丸
に
飯
田
郷

（
地
頭
職
）
を
そ
れ
ぞ
れ
譲
渡
し
て
お
り
（『
益
田
家
』
六
一
・
九
五
・
九
九
号
）、

南
北
朝
の
内
乱
の
過
程
で
飯
田
郷
を
支
配
下
に
お
さ
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
注
目
さ

れ
る
の
は
、
飯
田
郷
に
付
し
て
、「〈
加
虫
追
・
河
関
了
〉」（『
益
田
家
』
六
一
号
）

あ
る
い
は
「
虫
追
、
加
関
口
」（『
益
田
家
』
九
五
号
）
と
あ
る
こ
と
で
、
飯
田
や
虫

追
付
近
に
河
関
が
存
在
し
た
こ
と
と
（
（1
（

、
そ
こ
で
高
津
川
を
上
下
し
た
物
資
に
対
し
て

通
行
税
の
徴
収
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
表
記
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
虫
追
は
飯
田
郷
に
付
属
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
虫
追
に
つ
い
て
も
領
有
関
係
を
見
て
お
き
た
い
。

　

虫
追
の
領
有
に
つ
い
て
直
接
的
に
示
す
も
の
は
な
い
が
、
虫
追
を
名
字
と
す
る

一
族
が
史
料
上
に
見
え
、
長
野
荘
惣
政
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
久
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留
島
氏
は
、
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）
五
月
日
の
虫
追
政
国
軍
忠
状
（『
益
田
家
』

九
三
五
号
）
に
「
長
野
庄
惣
政
所
虫
追
四
郎
左
衛
門
尉
政
国
」
と
見
え
る
こ
と
、
宝

治
元
年
（
一
二
四
七
）
の
卜
部
氏
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
下
文
（『
益
田
家
』
六
号
）

に
て
長
野
荘
惣
政
所
の
給
田
を
国
頼
入
道
跡
と
し
て
国
久
が
宛
行
わ
れ
た
こ
と
か

ら
、
虫
追
氏
が
長
野
荘
惣
政
所
を
所
持
し
て
お
り
、「
国
」
字
を
通
字
と
し
て
い
る

一
族
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。

　

そ
の
上
で
久
留
島
氏
は
広
義
の
益
田
家
文
書
（
江
戸
時
代
以
降
に
益
田
家
か
ら
流

出
し
た
文
書
も
含
む
）
に
含
ま
れ
る
元
は
虫
追
氏
の
文
書
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る

八
点
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
（1
（

。
こ
れ
に
よ
る
と
、
虫
追
氏
の
惣
政
所
所
持
は
延
応
元

年
（
一
二
三
九
）
に
遡
り
（『
益
田
家
』
五
号
）、
先
述
の
嘉
元
二
年
に
飯
多
・
市

原
政
所
代
官
職
に
任
じ
ら
れ
た
源
茂
国
お
よ
び
元
応
二
年
に
「
飯
多
并
市
原
両
郷

奉
行
」
に
任
じ
ら
れ
た
四
郎
左
衛
門
入
道
も
虫
追
氏
と
推
測
さ
れ
る
。
康
永
三
年

（
一
三
四
四
）
に
長
野
荘
内
飯
田
・
市
原
・
高
津
の
郷
務
と
給
分
が
虫
追
政
国
の
計

ら
い
と
さ
れ
た
（『
益
田
家
』
九
四
〇
号
）。
応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
に
卜
部
仲
光

が
虫
追
氏
と
思
わ
れ
る
某
に
、
長
野
荘
惣
政
所
職
は
亡
き
父
の
時
か
ら
恩
補
し
て
い

る
こ
と
、
今
も
変
わ
り
な
い
こ
と
、
一
族
が
所
持
す
る
郷
を
惣
管
領
す
る
よ
う
伝
え

た
（『
益
田
家
』
九
五
三
号
）。

　

こ
の
虫
追
氏
に
つ
い
て
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
史
料
が
新
た
に
山
口
市
歴

史
民
俗
資
料
館
の
田
村
杏
士
郎
氏
か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
の
で
、
こ

こ
で
紹
介
す
る
。
以
下
の
【
史
料
一
～
三
】
は
そ
の
順
に
縦
に
並
べ
て
軸
装
さ
れ
て

い
る
。
三
点
と
も
写
で
は
あ
る
が
、
同
時
期
の
文
書
と
比
較
し
て
不
審
な
点
は
な
い

た
め
、
信
頼
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　　
【
史
料
一
】　

虫
追
政
国
軍
忠
状
写

　

石
見
国
長
野
荘
惣
政
所
虫
追
四
郞
左
衛
門
尉
政
国
謹
言
上

　
　

欲
早
依
度
々
合
戦
軍
忠
預
御
一
見
状
間
事

右
、
高
津
与
次
長
幸
親
父
七
郎
入
道
了
忍
一
族
并
岩
田
彦
三
郎
入
道
々
妙
以
下

凶
徒
等
、
構
高
津
城

楯
籠
間
、
七
月
十
六
日
押
寄
彼
城
致
合
戦
処
、
同
十
八

日
政
国
若
党
内
田
又
次
郎
左
〈
ヒ
サ
〉
射
疵
、
中
間
左
近
大
郎
頭
打
射
、
同
廿

一
日
中
間
左
衛
門
次
郎
右
足
〈
ク
ヒ
〉
射
疵
、
尚
以
致
散
々
合
戦
、
今
月
十
九

日
夜
追
落
、
城

焼
払
候
畢
、
此
条
且
軍
奉
行
岩
本
四
郞
見
知
之
上
者
、
為
預

御
一
見
状
、
粗
言
上
如
件
、

　
　
　

建
武
四
年
八
月
日　
　

左
衛
門
尉
政
国

　

進
上　

御
奉
行
所　
　
「
承
了
」（
証
判
ヵ
）

　　
【
史
料
二
】　

虫
追
政
国
軍
忠
状
写

　

石
見
国
長
野
庄
惣
政
所
虫
追
四
郎
左
衛
門
尉
政
国
謹
言

右
、
四
月
四
日
三
隅
御
発
向
之
時
、
率
一
族
郷
々
之
雑
掌
等
、
令
供
奉
、
致

度
々
合
戦
陣
取
千
地
木
山
、
至
同
八
日
連
日
合
戦
至
極
也
、
且
御
見
知
之
上

者
、
無
其
隠
候
哉
、
爰
凶
徒
等
入
替
稲
積
・
高
津
両両

城
間
、
吉
賀
郡
内
有
野
城

御
引
間
、
同
令
供
奉
候
畢
、
次
同
十
四
日
打
入
黒
谷
構
城
槨
支
要
害
候
条
、
随

分
軍
忠
候
哉
、
以
此
旨
可
有
御
披
露
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
暦
応
二

　
　
　

四
月　

日　
　
　
　
　

左
衛
門
尉
政
国

進
上　

御
奉
行
所

　
　
　
　
　
　
　
「
承
了
」（
証
判
ヵ
）

　　
【
史
料
三
】　

波
多
野
義
秀
軍
忠
状
写　

　
　
　

石
見
国
美
濃
地
一
分
地
頭
波
多野五
郎
義
秀
申
軍
忠
事

右
、
去
年
〈
永
和
／
二
〉
十
一
月
八
日
馳
参
筑
前
国
鴟
山
御
陣
以
来
［　
　

］

月
十
三
日（
於
ヵ
）□　

（
天
か
ら
地
ま
で
欠
損
。
た
だ
し
、
行
単
位
の
欠
損
は
な
い
と
思
わ
れ
る
）

蜷
打
・
隈
御
合
戦
之
［　
　
　
　
　
　
　

］
其
後
至
于
肥
後
国
山
鹿
［　
　
　

］

条
、
御
見
知
之
上
者
、
賜
御
証
判
、
為
備
亀
鏡
、
粗
言
上
如
件
、
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永
和
三
年
六
月　

日

　
　
　
　
　
　
　
　
「
承
了
」（
証
判
ヵ
）

　

史
料
一
・
二
と
も
虫
追
政
国
が
長
野
荘
惣
政
所
と
見
え
、
北
朝
方
と
し
て
戦
っ
て

い
る
。
史
料
三
は
美
濃
地
の
一
分
地
頭
波
多
野
氏
関
係
の
文
書
で
あ
る
。

　

久
留
島
氏
は
、
益
田
氏
は
「
長
野
荘
飯
田
郷
を
め
ぐ
っ
て
同
荘
領
家
卜
部
氏
と
激

し
く
争
」
い
、「
そ
の
卜
部
氏
は
、
同
荘
惣
政
所
虫
追
氏
を
通
じ
て
長
野
荘
支
配
を

行
っ
て
い
た
こ
と
が
虫
追
氏
の
文
書
か
ら
確
認
で
き
る
」
と
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら

の
文
書
が
広
義
の
益
田
家
文
書
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、「
益
田
氏
は
自
身
の
長
野

荘
支
配
を
正
当
化
す
る
た
め
に
も
、
虫
追
氏
の
文
書
を
集
積
す
る
必
要
が
あ
っ
た
」

と
さ
れ
て
お
り
、
南
北
朝
末
期
以
降
に
こ
れ
ら
の
文
書
を
入
手
し
た
と
推
測
さ
れ
て

い
る
（
（1
（

。

❹
安
富
郷

　
「
惣
田
数
注
文
案
」
に
よ
る
と
、
地
頭
・
領
家
と
も
で
「
十
二
丁
二
反
小
」
と
い
う
。

元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
に
源
範
頼
が
藤
原
兼
季
・
兼
高
父
子
に
安
堵
し
た
所
領
に

「
安
富
」
が
見
え
る
（『
益
田
家
』
一
号
〈
八
〉）。

　
「
長
野
荘
系
図
」
に
、
長
野
荘
立
券
時
の
下
司
八
人
の
一
人
と
し
て
、「
国安
富
兼
」
と

い
う
人
物
が
見
え
、
益
田
氏
の
祖
と
さ
れ
る
藤
原
国
兼
と
の
関
係
が
想
起
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
人
物
の
み
挿
入
符
に
よ
っ
て
追
加
さ
れ
る
よ
う
に
記
さ
れ
る
こ
と

や
、「
国
兼
子
歟
」
な
ど
の
曖
昧
な
注
記
の
あ
る
藤
原
兼
栄
以
下
の
系
図
が
掲
げ
ら

れ
る
な
ど
、
疑
問
点
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
久
留
島
氏
は

「
い
ず
れ
に
し
ろ
益
田
氏
は
、
長
野
荘
安
富
郷
に
持
つ
何
ら
か
の
権
利
を
手
掛
か
り

に
、
中
世
前
期
か
ら
次
第
に
長
野
荘
内
で
の
所
領
拡
大
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
、
本

史
料
か
ら
も
う
か
が
え
る
」
と
す
る
（
（1
（

。

　

安
富
郷
に
つ
い
て
は
、
そ
の
領
主
で
あ
っ
た
安
富
氏
の
文
書
十
五
通
が
伝
わ
る

（
益
田
市
所
蔵
「
安
富
家
文
書
」。
巻
子
一
巻
に
装
幀
さ
れ
て
い
る
）。
こ
の
「
安
富

家
文
書
」
に
よ
る
と
、
安
富
郷
の
領
有
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
（
以

下
、
本
段
落
で
は
『
史
料
集
』
の
該
当
番
号
の
み
を
示
す
）。
安
貞
二
年
（
一
二
二

八
）、
周
布
兼
定
に
長
野
荘
内
安
富
名
等
の
地
頭
職
が
鎌
倉
幕
府
に
よ
り
安
堵
さ
れ

た
（
七
号
）。
嘉
元
二
年
（
一
三
〇
四
）
に
鎌
倉
幕
府
が
安
富
地
頭
に
、
伊
勢
神
宮

の
訪
用
途
を
課
し
た
（
四
二
号
）。
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）、
石
見
国
目
代
が
丸
毛

兼
幸
に
長
野
荘
内
安
富
郷
と
丸
毛
別
符
内
堀
越
村
・
渋
谷
名
を
安
堵
す
る
と
の
国
司

の
意
向
を
伝
え
た
（
八
二
号
）。
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）、
安
富
郷
地
頭
道
元
が

丸
毛
城
な
ど
で
の
軍
忠
を
報
告
し
た
（
一
四
三
号
）。
こ
の
道
元
は
丸
毛
兼
幸
の
法

名
で
、
別
に
教
元
と
い
う
法
名
も
称
し
て
い
た
（
一
三
九
号
）。
貞
和
五
年
（
一
三

四
九
）、
足
利
直
冬
が
道
元
に
味
方
す
れ
ば
長
野
荘
の
知
行
を
安
堵
す
る
と
伝
え
た

（
一
七
六
号
）。
正
平
十
年
（
一
三
五
五
）、
道
元
が
孫
安
富
直
世
に
、
長
野
荘
安
富

郷
と
丸
毛
別
符
地
頭
職
を
、
前
者
は
祖
母
連
阿
か
ら
相
伝
し
、
後
者
は
親
父
名
宣
か

ら
譲
与
さ
れ
た
と
し
て
譲
渡
し
た
（
二
四
一
・
二
四
二
号
）。
こ
の
こ
と
は
正
平
十

八
年
に
も
あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
た
（
二
六
四
号
）。
正
平
十
七
年
、
某
が
三
隅
直

連
に
角
井
村
道
元
当
知
行
分
を
宛
行
っ
た
（
二
六
三
号
）。
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）、

安
富
道
安
が
嫡
子
安
富
兼
安
に
、
安
富
郷
地
頭
職
は
祖
父
教
弘
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
と

し
て
、
安
富
・
丸
毛
惣
領
職
を
譲
渡
し
た
（
三
七
一
号
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
安
富
氏
は
長
野
荘
の
安
富
郷
と
丸
毛
別
符
（
益
田
市
美
都
町
丸

茂
）
を
領
有
し
、
安
富
と
も
丸
毛
と
も
称
し
て
い
た
。
こ
の
点
、
注
目
さ
れ
る
の
は

正
平
十
年
の
文
書
の
内
容
で
、
道
元
（
安
富
兼
幸
）
が
祖
母
か
ら
安
富
郷
を
相
伝

し
、
父
か
ら
丸
毛
郷
を
受
け
継
い
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

従
来
、
丸
毛
氏
に
つ
い
て
は
、
各
種
の
益
田
氏
系
図
か
ら
、
益
田
兼
季
の
子
の
代

に
益
田
氏
か
ら
分
出
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
丸
毛
氏
に
つ
い
て
も
久
留

島
氏
が
紹
介
さ
れ
た
系
図
か
ら
新
た
な
知
見
が
得
ら
れ
る
。「
石
見
国
益
田
庄
地
頭

系
図
」（
国
7
―
2
―
2
）
に
よ
る
と
、
益
田
兼
長
娘
と
益
田
兼
胤
の
子
の
一
人
に

是
阿
を
法
名
と
す
る
女
子
が
お
り
、「
丸
毛
九
郎
兼
直
妻
」、「
宇
地
々
頭
」
と
い
う
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注
記
が
あ
る
。

　

こ
の
是
阿
は
、
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
に
、
相
伝
文
書
を
紛
失
し
た
と
し
て
、

こ
の
と
き
の
益
田
氏
惣
領
で
あ
る
益
田
兼
世
に
支
証
状
を
作
成
さ
せ
た
宇
地
村
地
頭

の
是
阿
と
考
え
ら
れ
る
（『
益
田
家
』
一
号
〈
一
〉）。
ま
た
、
是
阿
は
宇
地
村
地
頭

の
家
文
書
を
含
む
「
原
屋
邦
司
氏
所
蔵
文
書
」
に
も
見
え
（『
史
料
集
』
一
二
〇
号
）、

建
武
五
年
に
宇
地
兼
里
を
養
子
と
し
て
、
宇
地
村
地
頭
職
を
譲
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
石
見
国
宇
地
村
地
頭
系
図
」（
国
7
―
2
―
11
）
に
よ
る
と
、「
宇
地

村
地
頭
、
法
名
是
阿
」
の
注
記
の
あ
る
女
子
の
子
と
し
て
、
彦
三
郎
入
道
教
元
の
注

記
の
あ
る
兼
幸
、
さ
ら
に
そ
の
子
と
し
て
「
次
郎
三
郎
、
是
阿
養
之
、
宇
地
村
地
頭
」

の
注
記
が
あ
る
兼
里
が
見
え
る
。
こ
の
兼
幸
の
通
称
彦
三
郎
、
法
名
教
元
は
、
先
述

の
安
富
家
文
書
に
見
え
る
安
富
郷
地
頭
道
元
も
称
し
て
お
り
、
同
一
人
物
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
宇
地
兼
里
に
つ
い
て
も
、
先
述
の
「
原
屋
邦
司
氏
所
蔵
文
書
」
の
記

述
と
合
致
す
る
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
道
元
（
安
富
兼
幸
）
が
安
富
郷
を
相
伝
し
た
祖
母
に

つ
い
て
で
あ
る
。
母
方
の
祖
母
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
益
田
兼
長
の
娘
、
益
田
兼
胤
室

で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
の
経
緯
は
か
な
り
込
み
入
る
た
め
、
西
田
氏
（
（1
（

・
久
留
島
氏
（
（1
（

の

論
考
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
が
、
本
来
で
あ
れ
ば
益
田
氏
嫡
流
の
地
位
に
あ
る
女
性

で
あ
る
。
こ
の
人
物
か
ら
相
伝
し
た
の
で
あ
れ
ば
益
田
氏
が
旧
来
か
ら
保
持
し
て
い

た
安
富
郷
地
頭
職
を
、
庶
子
家
に
与
え
た
こ
と
に
な
る
。
父
方
の
祖
母
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
是
阿
の
夫
で
あ
る
丸
毛
兼
直
（
そ
の
法
名
が
名
宣
か
）
が
そ
の
母
か
ら
安
富

郷
を
相
伝
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
の
「
禅
幸
等
起
請
文
」
に
は
、
安
富
氏
が
三
人
、
丸
毛

氏
が
二
人
見
え
る
。

❺
得
屋
郷

　
「
惣
田
数
注
文
案
」
に
よ
る
と
、
田
数
は
「
廿
丁
二
反
小
」
と
い
う
。
元
暦
元
年

（
一
一
八
四
）
に
源
範
頼
が
藤
原
兼
季
・
兼
高
父
子
に
安
堵
し
た
所
領
に
「
得
屋
」

が
見
え
る
（『
益
田
家
』
一
号
〈
八
〉）。

　
「
長
野
荘
系
図
」
に
、
長
野
荘
立
券
時
の
下
司
八
人
の
一
人
と
し
て
、「
宗得
屋
兼
〈
国

兼
／
養
子
〉」
と
い
う
人
物
が
見
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
宗
兼
に
つ
い
て
は
、
関
連

す
る
史
料
が
な
く
、
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
現
時
点
で
は
わ
か
ら
な
い
。

　

一
方
、
久
留
島
氏
が
紹
介
し
た
系
図
の
中
に
、「
丹
治
岩
田
氏
系
図
」（
国
7
―

2
―
12
）
が
あ
り
、
広
義
の
益
田
家
文
書
に
見
ら
れ
る
得
屋
郷
関
係
文
書
と
あ
わ
せ

て
、
久
留
島
氏
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

。
広
義
の
益
田
家
文
書
の
足
利
直

冬
関
係
文
書
に
充
所
が
切
断
さ
れ
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
一
部
文
字
が
欠
損
し
て

い
る
な
ど
問
題
が
あ
る
も
の
が
あ
り
、
充
所
が
「
□
田
彦
三
郎
」
と
な
っ
て
い
る
も

の
は
、
岩
田
彦
三
郎
胤
時
充
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。
岩
田
氏
は
得
屋
郷
地
頭
職
の

所
持
か
ら
、
得
屋
氏
と
も
名
乗
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。
胤
時
の
代
に
は
岩

田
・
益
田
両
氏
は
互
い
に
敵
対
陣
営
に
属
し
、
そ
の
子
胤
幸
も
得
屋
郷
に
進
出
を
図

る
益
田
氏
と
敵
対
し
て
い
た
が
、
応
永
年
間
に
益
田
氏
が
岩
田
胤
時
と
契
約
し
、
得

屋
郷
地
頭
職
と
と
も
に
岩
田
氏
の
文
書
を
入
手
し
た
。

❻
角
井
郷

　
「
惣
田
数
注
文
案
」
に
よ
る
と
、
田
数
は
「
八
丁
五
反
半
」
で
あ
る
。

　
「
長
野
荘
系
図
」
に
、
長
野
荘
立
券
時
の
下
司
八
人
の
一
人
と
し
て
、「
国角
井
高
」
が

見
え
、
豊
田
郷
下
司
職
の
相
伝
を
伝
え
る
系
図
に
は
「
角
井
本
下
司
」「
字
吉
賀
大

夫
」
の
注
記
が
あ
る
。
ま
た
、
国
高
の
時
の
契
約
に
よ
り
、
そ
の
子
国
直
は
寿
永
元

年
に
豊
田
郷
を
賜
り
、
逆
に
同
系
図
で
「
豊
田
郷
本
下
司
」「
豊
田
入
道
」
と
あ
る

国
俊
が
、「
角
井
国
俊
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
、
不
思
議
な
印
象
を
受
け
る
が
、
関

連
史
料
が
な
く
そ
の
経
緯
等
は
不
明
で
あ
る
。

　

そ
の
後
は
、
正
平
九
年
（
一
三
五
四
）
に
河
原
太
郎
右
衛
門
尉
が
、
石
見
国
角
井

村
・
松
武
名
地
頭
職
を
預
け
ら
れ
た
こ
と
（『
益
田
家
』
九
四
九
号
）、
正
平
十
七
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年
（
一
三
六
二
）
に
三
隅
直
連
が
角
井
村
道
元
（
安
富
兼
幸
）
当
知
行
分
を
宛
行
わ

れ
た
こ
と
（
益
田
市
所
蔵
「
安
富
家
文
書
」〈『
史
料
集
』
二
六
三
号
〉）、
永
徳
元
年

（
一
三
八
一
）
に
須
子
駿
河
次
郎
に
角
井
村
領
家
職
が
打
ち
渡
さ
れ
た
こ
と
（「
閥
閲

録
」
巻
一
二
一
周
布
〈『
史
料
集
』
二
九
九
号
〉）
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

　

応
永
三
十
年
（
一
四
二
三
）、
観
心
（
周
布
兼
宗
ヵ
）
が
、
去
る
応
永
十
九
年
の

角
井
恵
法
の
譲
状
ど
お
り
長
野
庄
内
角
井
郷
を
打
ち
渡
さ
れ
て
お
り
（「
閥
閲
録
」

巻
一
二
一
周
布
〈『
史
料
集
』
三
五
二
号
〉）、
以
後
、
周
布
氏
の
角
井
郷
地
頭
職
は

室
町
期
を
通
じ
て
幕
府
か
ら
安
堵
さ
れ
る
な
ど
し
て
知
行
し
て
い
た
（
萩
博
物
館
保

管
「
周
布
家
文
書
」、「
閥
閲
録
」
巻
一
二
一
周
布
〈『
史
料
集
』
三
七
四
・
三
八
三
・

三
八
四
・
四
六
八
・
五
五
一
号
〉。
室
町
後
期
に
は
領
家
職
も
）。

　

益
田
氏
の
角
井
郷
領
有
の
初
見
は
天
文
十
五
年
（
一
五
四
六
）
の
益
田
尹
兼
譲
状

（『
益
田
家
』
二
八
三
号
）
ま
で
下
る
。

　

年
未
詳
で
あ
る
が
、
大
内
義
隆
が
「
白
上
・
角
井
」
な
ど
は
「
順
路
」
に
よ
り
周

布
氏
に
裁
許
し
た
が
、
当
面
は
「
堪
忍
」
し
て
ほ
し
い
と
し
て
防
長
両
国
の
間
で

五
百
貫
を
合
力
し
て
い
る
（「
閥
閲
録
」
巻
一
二
一
周
布
〈『
史
料
集
』
五
九
四
号
〉）。

永
禄
元
年
（
一
五
六
八
）
に
毛
利
氏
は
周
布
元
兼
に
角
井
と
白
上
に
つ
い
て
は
益
田

氏
と
調
整
す
る
と
伝
え
て
い
る
（「
閥
閲
録
」
巻
一
二
一
周
布
〈『
史
料
集
』
六
九
六

号
〉）。
永
禄
十
三
年
（
一
五
七
〇
）
の
「
益
田
藤
兼
譲
渡
所
領
注
文
」（『
益
田
家
』

三
四
六
号
）
に
も
「
角
井
郷
、
周
布
へ
付
置
、
近
年
又
家
之
知
行
、
当
代
ヨ
リ
」
と

あ
り
、
角
井
郷
を
周
布
氏
が
知
行
し
て
い
た
が
、
益
田
藤
兼
の
代
に
知
行
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
益
田
氏
と
周
布
氏
の
間
で
角
井
と
白
上
を
め
ぐ
る
争
い
が
あ

り
、
次
第
に
益
田
氏
が
実
効
支
配
し
て
い
っ
た
様
子
を
う
か
が
わ
せ
る
。
し
か
し
、

周
布
氏
に
支
配
の
正
当
性
が
あ
り
、
大
内
氏
や
毛
利
氏
が
周
布
氏
に
配
慮
し
て
い
る

の
だ
と
思
わ
れ
る
。

❼
吉
田
郷

　
「
惣
田
数
注
文
案
」
に
よ
る
と
、「
五
十
丁
五
反
六
十
歩
」
と
あ
り
、
長
野
荘
全
体

の
三
百
十
八
丁
九
段
六
十
歩
の
約
六
分
の
一
を
占
め
る
。

　
「
長
野
荘
系
図
」
に
、
長
野
荘
立
券
時
の
下
司
八
人
の
一
人
と
し
て
、「
国吉
田

盛
」
が

見
え
、
こ
の
人
物
の
一
族
に
つ
い
て
の
系
図
も
伝
わ
り
、
そ
こ
で
は
国
盛
に
「
吉
田

下
司
」「
吉
田
入
道
」
と
の
注
記
が
あ
る
。
系
図
で
は
、
国
盛
の
子
盛
保
（「
本
名
国

家
」
の
注
記
あ
り
）、
そ
の
子
盛
経
な
ど
が
見
え
、
盛
経
に
は
「
字
吉
田
三
郎
」
の

注
記
が
あ
り
、
国
盛
―
盛
保
（
国
家
）
―
盛
経
と
相
伝
さ
れ
た
よ
う
だ
。

　

鎌
倉
・
南
北
朝
期
の
吉
田
郷
に
つ
い
て
は
手
が
か
り
と
な
る
史
料
が
な
い
。

　

一
方
、
室
町
期
に
な
る
と
、
益
田
氏
の
家
臣
に
吉
田
を
名
字
と
し
上
野
守
（
ま
た

は
介
）
を
受
領
と
す
る
一
族
が
い
る
。

　

ま
ず
、
応
永
九
年
（
一
四
〇
二
）
に
吉
田
上
野
入
道
が
石
見
守
護
山
名
氏
か
ら
吉

田
郷
を
安
堵
さ
れ
た
（『
益
田
家
』
九
五
八
号
）。
永
享
七
年
（
一
四
三
五
）
の
「
禅

幸
等
起
請
文
」
の
筆
頭
に
署
名
し
た
「
吉
田
治
部
少
輔
兼
弘
」、
同
十
二
年
（
一
四

四
〇
）
の
石
見
守
護
山
名
煕
貴
安
堵
状
に
（
（2
（

「
吉
田
上
野
守
兼
弘
」
が
見
え
、
同
一
人

物
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
に
、
享
徳
四
年
（
一
四
五
五
）
に
石
見
守
護
常
勝
（
山
名
教
清
）
が
、
吉
田
又

次
郎
が
息
女
阿
香
女
に
長
野
荘
内
吉
田
地
頭
職
を
譲
渡
し
た
こ
と
、
益
田
兼
堯
の
子

息
益
田
熊
次
郎
と
所
縁
契
約
し
て
名
字
を
相
続
す
る
こ
と
を
安
堵
し
た
（『
益
田
家
』

五
四
八
～
五
五
〇
号
）。

　

ま
た
、
文
明
年
間
に
吉
田
上
野
介
ま
た
は
吉
田
上
野
が
見
え
る
（『
益
田
家
』
六

一
七
・
六
二
三
号
）。
大
内
氏
重
臣
の
陶
氏
・
内
藤
氏
と
の
間
の
使
者
を
務
め
た
こ

と
か
ら
、
益
田
氏
の
重
臣
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
ら
に
明
応
～
永
正
年
間
に
も
吉
田
上
野
守
が
見
え
る
（『
益
田
家
』
六
五
〇
・

六
九
二
号
）。
こ
の
人
物
は
、
益
田
氏
領
と
考
え
ら
れ
る
長
門
国
阿
武
郡
福
井
庄
官
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名
（
（2
（

（
山
口
県
萩
市
福
井
上
・
福
井
下
）
の
社
役
に
つ
い
て
裁
許
し
た
吉
田
上
野
守
重

兼
と
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
（「
金
石
山
八
幡
宮
文
書
」〈『
史
料
集
』
四
八
四
・
四

八
五
・
四
九
〇
号
〉）。

　

吉
田
郷
は
五
十
丁
を
超
え
る
大
き
な
郷
で
あ
り
、
こ
れ
を
領
し
た
こ
と
も
あ
り
、

吉
田
氏
は
益
田
氏
の
一
族
・
家
臣
の
中
で
も
最
有
力
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
う

し
た
こ
と
も
あ
っ
て
遠
隔
地
の
所
領
支
配
に
も
関
わ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

❽
高
津
郷

　

従
来
は
、
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
に
源
範
頼
に
よ
り
益
田
兼
栄
領
と
し
て
安

堵
さ
れ
た
所
領
と
し
て
高
津
が
見
え
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
（『
益
田
家
』
一
号

〈
八
〉）。「
惣
田
数
注
文
案
」
で
は
田
数
は
「
十
一
丁
八
反
」
で
あ
る
。

　
「
長
野
荘
系
図
」
に
よ
る
と
、
高
津
郷
の
下
司
職
は
次
の
よ
う
な
変
遷
を
た
ど
る
。

応
保
元
年
（
一
一
六
一
）・
同
二
年
に
物
部
季
遠
か
ら
そ
の
女
子
（
藤
原
盛
保
妻
）

に
譲
ら
れ
た
が
、
女
子
の
兄
弟
で
あ
る
物
部
光
安
が
領
家
に
引
き
進
ら
せ
た
。
こ
の

た
め
、「
此
下
司
等
之
一
類
」
で
は
な
い
「
年
来
領
家
之
僕
従
」
で
あ
る
藤
原
重
保

に
補
任
さ
れ
た
。
し
か
し
、
建
久
十
年
（
一
一
九
九
）
に
藤
原
盛
保
の
子
吉
田
盛
経

に
与
え
ら
れ
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
田
中
大
喜
氏
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
た
（
（2
（

。
藤
原
重
保
は
、
領
家

卜
部
氏
に
仕
え
る
京
都
の
下
級
貴
族
＝
侍
層
と
考
え
ら
れ
る
。「
長
野
荘
系
図
」
に

見
え
る
藤
原
重
保
の
孫
・
左
兵
衛
尉
盛
宗
が
延
応
二
年
（
一
二
四
〇
）
に
高
津
郷
の

地
頭
と
し
て
見
え
る
「
兵
衛
尉
盛
宗
」（「
益
田
實
氏
所
蔵
文
書
」
一
三
号
）
と
同
一

人
物
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
藤
原
重
保
の
一
族
は
下
司
職
を
失
っ
た
が
、
地
頭

職
を
所
持
し
て
お
り
、
高
津
郷
の
権
益
を
保
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て

系
図
に
盛
宗
の
子
と
し
て
長
盛
（
法
名
は
道
忍
）
が
見
え
、
後
述
す
る
高
津
氏
と
実

名
や
法
名
に
共
通
す
る
字
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
一
族
が
高
津
氏
に
つ
な
が
っ
た

と
す
る
。

　

次
に
高
津
氏
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

　

正
慶
二
年
（
一
三
三
三
）、
高
津
道
性
を
大
将
と
す
る
十
ヶ
国
の
軍
勢
が
長
門
探

題
を
攻
め
滅
ぼ
し
た
（「
正
慶
乱
離
志
」
同
年
三
月
二
四
日
条
・
同
年
四
月
一
日
条

〈『
史
料
集
』
七
七
・
七
八
号
〉）。
こ
の
功
績
も
あ
っ
て
か
、
建
武
政
権
下
の
建
武
二

年
（
一
三
三
五
）
に
は
、
高
津
道
性
は
石
見
守
護
か
守
護
代
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
よ

う
だ
（
萩
博
物
館
保
管
「
周
布
家
文
書
」〈『
史
料
集
』
八
七
・
二
八
三
号
〉）。
道
性

の
一
族
で
あ
る
高
津
長
幸
も
石
見
守
護
代
と
見
え
（「
久
利
家
文
書
」・
益
田
市
所
蔵

「
安
富
家
文
書
」〈『
史
料
集
』
八
八
・
九
三
号
〉）、
道
性
の
跡
を
継
い
だ
と
思
わ
れ

る
。
十
ヶ
国
の
軍
勢
の
大
将
で
あ
っ
た
こ
と
、
守
護
ま
た
は
守
護
代
を
務
め
た
こ
と

か
ら
、
高
津
氏
は
相
当
な
実
力
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
経
緯
も
あ
り
、
南
北
朝
の
内
乱
が
は
じ
ま
る
と
高
津
氏
は
南
朝
方
に
属

し
て
活
躍
し
た
が
、
次
第
に
北
朝
方
が
優
勢
と
な
り
、
建
武
三
年
正
月
に
高
津
長
幸

は
そ
の
城
郭
で
あ
る
「
高
津
郷
小
山
」
を
攻
略
さ
れ
た
（「
久
利
家
文
書
」、「
吉
川

家
文
書
」〈『
史
料
集
』
八
八
～
九
〇
号
〉）。

　

翌
四
年
に
長
幸
の
父
了
忍
ら
が
高
津
城
を
奪
還
し
た
よ
う
だ
が
、
再
び
北
朝
方
に

落
と
さ
れ
降
参
し
、
高
津
城
は
焼
き
払
わ
れ
た
（
史
料
一
、
花
園
大
学
所
蔵
「
俣
賀

家
文
書
」〈『
史
料
集
』
一
一
四
～
一
一
六
号
〉）。
史
料
一
は
、
こ
の
経
緯
を
伝
え
、

こ
れ
ま
で
親
子
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
道
性
と
長
幸
が
親
子
で
は
な
い
こ
と
を
示
す

新
出
史
料
で
あ
る
。

　

そ
の
後
の
高
津
氏
の
動
向
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

そ
の
後
も
高
津
長
幸
と
そ
の
一
族
ら
は
、
南
朝
方
と
し
て
各
地
を
転
戦
し
た
（「
庵

原
家
文
書
」、「
閥
閲
録
」
巻
六
五
三
井
、「
三
浦
家
文
書
」、「
小
早
川
家
証
文
」、「
吉

川
家
文
書
」〈『
史
料
集
』
一
二
七
・
一
三
三
・
一
三
五
・
一
三
六
・
一
四
一
・
一
四

二
号
〉）。

　

康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
に
高
津
長
幸
は
北
朝
方
に
降
参
し
た
が
（「
永
田
秘
録
」

六
四
所
収
「
内
田
家
文
書
」〈『
史
料
集
』
一
四
四
号
〉）、
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）

に
観
応
の
擾
乱
が
起
こ
る
と
、
足
利
直
冬
に
属
し
て
軍
事
行
動
し
、
美
濃
地
村
東
方
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一
方
地
頭
職
を
与
え
ら
れ
た
（『
防
長
風
土
注
進
案
』
二
〇
当
島
宰
判
所
収
末
岡
庄

左
衛
門
所
蔵
文
書
〈『
史
料
集
』
一
八
三
・
一
八
六
号
〉、「
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴

史
博
物
館
所
蔵
文
書
」、「
益
田
實
氏
所
蔵
文
書
」
二
〇
号
）。
こ
の
こ
ろ
、
筑
前
国

で
長
幸
の
代
官
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
で
き
る
（「
薩
摩
二
階
堂
文
書
」〈『
史

料
集
』
二
一
五
号
〉）。

　

し
か
し
、
高
津
郷
の
奪
還
は
か
な
わ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
康
永
三
年
（
一
三

四
四
）
に
高
津
郷
務
と
給
分
が
虫
追
政
国
の
計
ら
い
と
さ
れ
（『
益
田
家
』
九
四
〇

号
）、
嘉
慶
元
年
（
一
三
八
七
）
に
周
布
氏
が
高
津
西
方
の
知
行
を
認
め
ら
れ
た

（「
閥
閲
録
」
巻
一
二
一
周
布
〈『
史
料
集
』
三
二
〇
号
〉）。
永
正
十
四
年
（
一
五
一

七
）
に
は
「
石
城
美
濃
郡
長
野
庄
高
津
郷
地
頭
藤
原
朝
臣
大
和
守
久
幸
」
が
確
認

さ
れ
る
（「
御
神
本
系
図
」〈
国
―
7
―
2
―
17
〉）。
こ
の
人
物
の
詳
細
は
不
明
で
あ

る
。
一
方
、
応
永
一
一
年
（
一
四
〇
四
）
に
石
見
国
守
護
代
と
思
わ
れ
る
犬
橋
ヵ
近

江
守
が
高
津
美
作
守
に
石
見
国
美
濃
地
村
半
分
の
安
堵
を
遵
行
し
た
（「
益
田
實
氏

所
蔵
文
書
」
六
号
）。

　

最
終
的
に
高
津
氏
（
の
少
な
く
と
も
一
部
）
は
益
田
氏
の
家
臣
と
な
っ
た
よ
う

だ
。
戦
国
時
代
の
天
文
二
一
年
（
一
五
五
二
）、
益
田
藤
兼
は
俣
賀
氏
に
横
山
城

（
益
田
市
桂
平
町
な
ど
）
の
番
を
安
富
氏
・
高
津
氏
に
代
わ
っ
て
務
め
る
よ
う
依
頼

し
た
（
日
本
大
学
所
蔵
「
俣
賀
家
文
書
」〈『
史
料
集
』
六
一
四
号
〉）。

　

一
方
、
高
津
城
は
そ
の
後
も
戦
乱
の
際
に
名
前
が
見
え
る
。
正
平
一
〇
年
（
一
三

五
五
）、
足
利
直
冬
方
が
高
津
城
で
軍
事
行
動
を
行
っ
た
（「
吉
川
家
文
書
」、「
閥
閲

録
」
巻
一
二
一
周
布
〈『
史
料
集
』
二
四
三
～
二
四
七
号
〉）。
応
仁
・
文
明
の
乱
の

際
は
、
東
軍
方
が
一
時
的
に
「
高
津
小
城
」
を
占
拠
し
た
の
か
、
益
田
貞
兼
が
こ
れ

を
攻
め
落
と
し
た
（『
益
田
家
』
二
〇
三
・
八
九
二
号
）。
時
代
を
通
じ
て
高
津
城
は

「
小
山
」
で
あ
る
と
か
、「
小
城
」
と
見
え
る
点
は
興
味
深
い
。

　

な
お
、
延
応
二
年
の
史
料
で
は
高
津
に
「
津
湊
」
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
日
本
海

と
高
津
川
の
結
節
点
と
い
う
流
通
上
の
重
要
性
が
高
津
の
重
要
性
に
つ
な
が
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

❾
美
濃
地
・
黒
谷

　
「
惣
田
数
注
文
案
」
で
は
田
数
は
「
十
一
丁
半
」
で
あ
る
。

　
「
長
野
荘
系
図
」
に
よ
る
と
、
本
郷
（
飯
田
）
本
下
司
で
あ
っ
た
女
性
紀
氏
の
子

光
安
が
応
保
三
年
（
一
一
六
三
）
に
美
乃
地
（
美
濃
地
）・
黒
谷
別
名
司
職
を
与
え

ら
れ
、
そ
の
孫
光
平
は
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
に
父
兼
光
か
ら
美
乃
地
・
黒
谷
・

市
原
・
白
上
等
を
譲
渡
さ
れ
た
が
、
そ
の
叔
父
白
上
兼
盛
か
ら
所
帯
の
濫
妨
を
受
け

た
と
あ
る
。

　

筆
者
は
前
稿
で
、
美
濃
地
・
黒
谷
に
つ
い
て
は
、
貞
応
元
年
（
一
二
二
二
）
に
菖

蒲
真
盛
が
地
頭
職
を
預
け
ら
れ
（『
益
田
家
』
三
号
）、
菖
蒲
氏
は
波
多
野
氏
を
称

し
、
一
族
で
美
濃
地
・
黒
谷
を
分
割
相
続
し
て
い
っ
た
こ
と
、
応
永
年
間
に
黒
谷
の

地
頭
職
を
源
征
（
波
多
野
氏
）
と
の
契
約
ど
お
り
道
兼
（
益
田
兼
顕
）
が
室
町
幕
府

か
ら
安
堵
さ
れ
た
こ
と
（『
益
田
家
』
七
四
号
）、
さ
ら
に
美
濃
地
の
地
頭
職
を
波
多

野
弘
正
か
ら
益
田
永
寿
（
兼
顕
二
男
か
）
が
譲
渡
さ
れ
、
応
永
十
四
年
に
黒
谷
地
頭

職
も
安
堵
さ
れ
た
こ
と
か
ら
（『
益
田
家
』
五
〇
二
・
五
一
八
号
）、
益
田
氏
が
波
多

野
氏
に
養
子
を
送
り
込
む
こ
と
で
美
濃
地
・
黒
谷
へ
の
影
響
力
を
強
め
よ
う
と
し
た

と
し
た
。
ま
た
、
文
安
年
間
の
吉
見
氏
と
の
相
論
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
。

　

そ
の
後
、
久
留
島
氏
は
、
益
田
氏
が
い
か
に
室
町
幕
府
の
安
堵
を
得
よ
う
と
し
た

か
と
い
う
観
点
で
美
濃
地
・
黒
谷
関
係
の
文
書
を
再
検
討
さ
れ
、
益
田
氏
に
よ
る
証

拠
文
書
の
調
整
が
行
わ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
、
右
の
よ
う
に
単
純
に
は
言
え
な
い

こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
（
（2
（

。

　

こ
こ
で
は
、
波
多
野
氏
以
外
の
領
主
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　

延
応
元
年
（
一
二
三
九
）
に
美
濃
地
・
黒
谷
郷
が
惣
政
所
（
虫
追
氏
）
に
付
さ
れ

た
（『
益
田
家
』
五
号
）。

　

貞
和
七
年
（
一
三
五
一
）、
足
利
直
冬
が
高
津
長
幸
に
美
濃
地
村
東
方
一
方
地
頭

職
を
安
堵
し
て
お
り
（「
島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
所
蔵
文
書
」）、
応
永
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十
一
年
（
一
四
〇
四
）
石
見
守
護
代
犬
橋
近
江
守
が
高
津
美
作
守
に
美
濃
地
村
半
分

を
安
堵
す
る
と
の
守
護
山
名
氏
の
意
向
を
伝
え
た
（「
益
田
實
氏
所
蔵
文
書
」
六
号
）

よ
う
に
高
津
氏
が
美
濃
地
に
所
領
を
持
っ
て
い
た
。

　

永
正
四
年
（
一
五
〇
七
）、
黒
谷
周
防
守
至
善
、
領
家
右
近
将
監
双
仲
、
豊
田
豊

熊
丸
の
三
人
が
某
美
作
守
に
宛
て
て
、
上
黒
谷
で
扶
持
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
、
同

郷
で
不
慮
の
事
態
が
起
こ
っ
た
場
合
、
横
山
城
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
な
ど
を
誓
っ
た

（『
山
口
県
史
』
史
料
編
中
世
二
「
毛
利
家
旧
蔵
（
諸
家
）」
四
号
）。
差
出
の
三
人
は

黒
谷
周
辺
の
領
主
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
も
領
家
氏
の
一
族
が
存
続
し
て
い
る
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

❿
白
上
郷

　
「
惣
田
数
注
文
案
」
で
は
田
数
は
「
九
丁
八
反
」
で
あ
る
。

　
「
長
野
荘
系
図
」
に
よ
る
と
、
本
郷
（
飯
田
）
本
下
司
で
あ
っ
た
女
性
紀
氏
の
曾

孫
光
平
が
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
に
父
兼
光
か
ら
美
乃
地
・
黒
谷
・
市
原
・
白
上

等
を
譲
渡
さ
れ
た
が
、
そ
の
叔
父
白
上
兼
盛
か
ら
所
帯
の
濫
妨
を
受
け
た
と
あ
る
。

　

宝
治
二
年
（
一
二
四
八
）
に
鎌
倉
幕
府
が
委
文
宗
景
に
、
祖
母
白
上
尼
の
譲
状
ど

お
り
白
上
村
半
分
と
飯
田
郷
の
地
頭
職
を
安
堵
し
た
（「
益
田
實
氏
所
蔵
文
書
」
九

号
）。
白
上
尼
の
亡
き
息
子
の
名
は
景
盛
で
あ
り
、「
盛
」
字
の
共
通
性
な
ど
か
ら
、

先
の
白
上
兼
盛
が
白
上
尼
の
夫
で
あ
る
可
能
性
を
久
留
島
氏
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
（2
（

。

　

そ
の
後
は
、
建
武
四
年
（
一
三
三
七
）
に
金
子
清
忠
に
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）

に
来
原
遠
盛
に
白
上
地
頭
職
が
宛
行
わ
れ
た
（「
閥
閲
録
」
巻
一
二
一
周
布
〈『
史
料

集
』
一
一
七
・
一
九
六
号
な
ど
〉）。
ま
た
、
文
和
二
年
（
一
三
五
三
）
に
某
が
白
上

郷
内
河
上
郷
（
益
田
市
川
登
町
）
豊
田
頓
教
跡
地
頭
職
を
預
け
ら
れ
た
（「
益
田
實

氏
所
蔵
文
書
」
五
号
）。

　

こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
正
平
年
間
に
周
布
兼
氏
が
白
上
郷
を
与
え
ら
れ
る
（「
閥

閲
録
」
巻
一
二
一
周
布
〈『
史
料
集
』
二
五
二
号
〉
な
ど
）。
周
布
氏
に
与
え
ら
れ
た

白
上
郷
の
権
益
の
表
記
を
見
る
と
、
白
上
郷
は
や
は
り
地
頭
職
・
領
家
職
が
そ
れ
ぞ

れ
あ
り
、
さ
ら
に
本
と
新
に
分
か
れ
、
新
白
上
は
小
坂
と
も
称
し
た
よ
う
だ
。

　

白
上
郷
は
角
井
郷
と
同
様
に
周
布
氏
の
権
益
が
長
く
残
っ
た
よ
う
だ
。
益
田
氏
に

よ
る
領
有
の
初
見
や
大
内
氏
・
毛
利
氏
に
よ
る
周
布
氏
へ
の
配
慮
な
ど
、
角
井
郷
と

と
も
に
出
て
く
る
た
め
、
角
井
郷
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⓫
市
原
郷

　
「
惣
田
数
注
文
案
」
で
は
田
数
は
「
六
丁
四
反
小
」
で
あ
る
。
地
頭
分
と
領
家
分

を
分
け
る
よ
う
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
長
野
荘
系
図
」
に
よ
る
と
、
本
郷
（
飯
田
）
本
下
司
で
あ
っ
た
女
性
紀
氏
の
曾

孫
光
平
が
建
久
八
年
（
一
一
九
七
）
に
父
兼
光
か
ら
美
乃
地
・
黒
谷
、
市
原
、
白
上

等
を
譲
渡
さ
れ
た
が
、
そ
の
叔
父
白
上
兼
盛
か
ら
所
帯
の
濫
妨
を
受
け
た
と
あ
る
。

　

市
原
に
つ
い
て
は
史
料
が
あ
ま
り
な
く
、
嘉
元
二
年
（
一
三
〇
四
）
に
源
（
虫

追
）
茂
国
が
政
所
代
官
職
に
補
任
さ
れ
た
こ
と
（
長
府
博
物
館
蔵
「
筆
陳
」
所
収
文

書
〈『
史
料
集
』
四
一
号
〉）、
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
に
行
忍
が
四
郎
左
衛
門
入

道
（
虫
追
氏
）
に
「
飯
多
并
市
原
両
郷
奉
行
」
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
を
伝
え
た
こ
と

（「
長
府
毛
利
家
文
書
」〈『
史
料
集
』
六
〇
号
〉）
が
知
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

　

な
お
、
現
在
、
浜
田
市
三
隅
町
の
龍
雲
寺
に
伝
わ
る
大
般
若
経
は
、
永
和
三
年

（
一
三
七
七
）
に
祥
秀
を
大
檀
那
と
し
て
長
野
荘
市
原
郷
の
辰
玉
宮
に
奉
納
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
（
図
録
『
中
世
武
士
団
』）。

⓬
須
子
郷

　

須
子
は
室
町
期
に
荘
内
七
郷
の
一
つ
と
し
て
見
え
る
。

　

暦
応
三
年
（
一
三
四
〇
）
に
、
弘
安
三
（
一
二
八
〇
）
年
の
譲
状
ど
お
り
「
須
子

村
内
田
屋
敷
」
が
俣
賀
致
義
に
安
堵
さ
れ
、
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
頃
に
は
俣
賀
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氏
と
覚
融
庵
主
と
の
間
で
「
須
子
女
し
（
子
）
分
」
が
争
わ
れ
て
い
る
（
日
本
大
学

所
蔵
「
俣
賀
家
文
書
」〈『
史
料
集
』
一
三
一
・
一
四
七
・
一
四
八
号
〉）。

　

こ
の
「
須
子
村
内
田
屋
敷
」
に
つ
い
て
は
、
渡
邊
浩
貴
氏
が
高
津
川
の
河
川
流
通
・

用
益
を
志
向
し
て
い
た
下
俣
賀
氏
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
（2
（

。
ま
た
、
須

子
町
の
小
字
「
屋
加
田
（
や
か
た
）」
か
ら
平
成
二
八
年
度
の
開
発
に
伴
う
発
掘
調

査
に
よ
り
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
（
屋
加
田
遺
跡
）。
白
磁
や
青
磁
、
土
師
質
皿
、
瓦

器
鍋
な
ど
が
出
土
し
た
こ
と
か
ら
、
平
安
末
か
ら
中
世
（
一
三
～
一
五
世
紀
後
半
）

と
考
え
ら
れ
る
遺
物
包
含
層
の
下
か
ら
は
、
溝
の
遺
構
が
発
見
さ
れ
、「
須
子
村
内

田
屋
敷
」
に
関
わ
る
遺
構
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

永
徳
元
（
一
三
八
一
）
年
に
は
須
子
駿
河
次
郎
が
角
井
村
の
領
家
職
を
宛
行
わ
れ

て
お
り
（「
閥
閲
録
」
巻
一
二
一
周
布
〈『
史
料
集
』
二
九
九
号
〉）、
須
子
と
角
井
に

ま
た
が
っ
て
勢
力
を
持
つ
領
主
が
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
益
田
氏
・
吉
見
氏
の
家

臣
に
須
子
氏
が
見
え
る
（『
益
田
家
』
六
四
九
号
、「
下
瀬
文
書
」、「
松
江
八
幡
宮
文

書
」〈『
史
料
集
』
六
二
五
・
九
九
〇
～
九
九
三
号
〉）。

お
わ
り
に

　

以
上
、
長
野
荘
内
の
郷
ご
と
に
そ
の
領
有
の
変
遷
な
ど
を
追
っ
て
き
た
。

　

い
く
つ
か
論
点
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

長
野
荘
で
は
荘
園
全
体
を
支
配
下
に
お
さ
め
る
よ
う
な
領
主
は
荘
内
か
ら
は
あ
ら

わ
れ
な
か
っ
た
。
高
津
氏
は
建
武
政
権
下
で
重
要
な
地
位
を
占
め
た
が
、
南
北
朝
の

内
乱
で
没
落
し
た
。
西
遷
御
家
人
で
あ
る
内
田
氏
の
勢
力
拡
大
の
動
き
は
あ
ま
り
見

ら
れ
な
い
。
そ
の
原
因
と
し
て
後
述
の
領
家
卜
部
氏
の
力
が
強
か
っ
た
こ
と
も
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

西
田
氏
や
久
留
島
氏
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
長
野
荘
で
は
領
家
卜
部
氏

の
勢
力
が
か
な
り
根
強
く
残
っ
て
い
た
。
卜
部
氏
は
惣
政
所
の
虫
追
氏
を
通
じ
て
長

野
荘
支
配
を
行
い
、
ま
た
軍
事
活
動
も
さ
せ
て
い
た
。
あ
る
意
味
、
益
田
氏
の
長
野

荘
進
出
の
最
大
の
障
害
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
室
町
後
期
に
お
い
て
も
横
田

で
は
領
家
分
が
ま
だ
存
続
し
て
お
り
、
領
家
卜
部
氏
の
子
孫
と
思
し
き
人
物
が
保
持

し
て
い
た
。
ま
た
、
戦
国
期
に
お
い
て
も
や
は
り
領
家
卜
部
氏
の
子
孫
と
思
し
き
人

物
が
黒
谷
郷
周
辺
に
確
認
で
き
た
。

　

領
家
卜
部
氏
以
外
の
領
主
も
簡
単
に
益
田
氏
に
取
り
込
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
久
留
島
氏
の
研
究
に
あ
る
よ
う
に
、
益
田
氏
は
文
書
の
収
集
な
ど

様
々
な
方
法
で
長
野
荘
へ
の
勢
力
拡
大
を
図
っ
て
い
る
。

　

最
後
の
点
と
関
わ
る
が
、
益
田
氏
が
様
々
な
家
の
文
書
を
自
ら
の
支
配
の
正
当
性

を
示
す
た
め
に
収
集
し
た
こ
と
で
、
そ
う
し
た
文
書
が
今
後
も
発
見
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
。
方
法
論
を
学
び
つ
つ
、
注
意
を
払
う
こ
と
と
し
た
い
。

註（
1
）　

二
〇
一
四
年
に
益
田
市
で
開
催
さ
れ
た
中
世
都
市
研
究
会
に
参
加
さ
れ
た
山
田
邦
和
氏
は
ブ

ロ
グ
『
平
安
京
閑
話
』
二
〇
一
四
年
九
月
一
二
日
付
「
中
世
都
市
研
究
会
益
田
大
会
、
の
巻
」

（http://heike.cocolog-nifty.com
/kanw

a/2014/09/post-35df.htm
l

）
に
次
の
よ
う
な

所
感
を
記
し
て
い
る
。「
中
世
の
益
田
の
研
究
が
益
田
氏
だ
け
に
収
斂
し
す
ぎ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。（
中
略
）
強
力
な
一
国
全
域
の
支
配
者
が
存
在
し
な
か
っ
た
石
見
の
よ
う
な

国
で
、
最
終
的
な
勝
利
者
の
視
点
か
ら
だ
け
見
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
な
、
と
い
う
気
が
す

る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
花
園
大
学
が
「
俣
賀
家
文
書
」
と
い
う
の
を
所
蔵
し
て
い
る
。
こ
の

俣
賀
家
と
い
う
家
、
鎌
倉
時
代
に
遠
江
国
か
ら
や
っ
て
き
て
石
見
に
土
着
し
た
御
家
人
で
、
南

北
朝
・
室
町
前
期
に
い
た
る
ま
で
独
立
し
た
ひ
と
つ
の
地
方
豪
族
と
し
て
勢
力
を
保
っ
て
い

た
。
応
仁
の
乱
く
ら
い
か
ら
益
田
氏
が
台
頭
す
る
に
し
た
が
っ
て
そ
の
勢
力
下
に
は
い
り
、
最

終
的
に
は
益
田
氏
の
被
官
に
な
っ
た
よ
う
で
は
あ
る
が
、
逆
に
い
う
と
、
中
世
前
期
の
石
見
西

部
地
域
を
考
え
る
に
は
、
益
田
氏
だ
け
で
な
く
、
こ
う
し
た
連
中
も
考
慮
に
い
れ
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
思
う
。」
と
。

　
　
　

こ
の
ご
感
想
は
大
会
の
際
に
私
も
直
接
う
か
が
っ
た
。
俣
賀
氏
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
領

主
が
割
拠
し
て
い
た
の
が
長
野
荘
で
あ
る
。
益
田
氏
研
究
も
や
っ
と
本
格
的
に
始
ま
っ
た
ば
か

り
な
の
に
、
俣
賀
氏
や
長
野
荘
の
研
究
ま
で
は
十
分
手
が
回
ら
な
い
よ
、
と
い
う
の
が
そ
の
と

き
の
率
直
な
感
想
で
あ
っ
た
。

　
　
　

ま
た
、
田
中
大
喜
氏
は
、
二
〇
一
七
年
の
「
石
見
の
戦
国
武
将
」
展
を
観
覧
し
た
評
を
次
の

よ
う
に
地
元
紙
に
寄
せ
て
い
る
。「
こ
こ
に
中
世
石
見
の
研
究
の
難
し
さ
が
あ
る
。（
中
略
）
益
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田
氏
に
関
わ
る
資
料
が
多
く
現
存
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
研
究
の
視
点
も
勢
い
益
田
氏
に
据
え

ら
れ
、
益
田
氏
を
中
心
と
し
た
歴
史
像
を
描
い
て
し
ま
う
恐
れ
が
生
じ
る
か
ら
で
あ
る
。（
中

略
）
昨
年
度
よ
り
、
わ
た
し
も
中
世
益
田
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
共
同
研
究
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
中
心
対
象
は
、
か
つ
て
長
野
荘
と
呼
ば
れ
た
高
津
川
下
流
域
社
会
で
あ
る
。（
中
略
）
わ

た
し
の
共
同
研
究
の
目
標
も
、「
益
田
氏
中
心
史
観
」
の
克
服
に
あ
る
。」（
田
中
大
喜
「
私
は

こ
う
見
た
「
石
見
の
戦
国
武
将
」
展
（
下
）」〈『
山
陰
中
央
新
報
』
二
〇
一
七
年
一
〇
月
二
八

日
付
〉）。

（
2
）　

西
田
友
広
「
中
世
前
期
の
石
見
国
と
益
田
氏
」。

（
3
）　

久
留
島
典
子
「
益
田
氏
系
図
再
考
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
二
九
号
、
二
〇

一
九
年
）。

（
4
）　

久
留
島
典
子
「
中
世
武
家
所
領
と
女
性
の
相
続
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二

三
五
集
、
二
〇
二
二
年
）。
同
「
益
田
家
文
書
に
お
け
る
文
書
の
集
積
と
分
散
」（『
東
京
大
学　

史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
』
三
二
号
、
二
〇
二
二
年
）。

（
5
）　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
「
中
世
日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る
武
家
領
主
支
配
の
研

究
」
編
集
・
発
行
、
二
〇
一
七
、
二
〇
一
八
、
二
〇
二
〇
年
。

（
6
）　

渡
邊
浩
貴
「
石
見
国
長
野
荘
俣
賀
氏
の
本
拠
景
観
と
生
業
・
紛
争
」、
田
中
大
喜
・
中
島
圭

一
・
中
司
健
一
・
西
田
友
広
・
渡
邊
浩
貴
「
益
田
實
氏
所
蔵
新
出
中
世
文
書
の
紹
介
」（
以
下
、

同
史
料
紹
介
所
収
の
文
書
に
つ
い
て
は
そ
の
整
理
番
号
を
付
し
て
「
益
田
實
氏
所
蔵
文
書
」
九

号
の
よ
う
に
省
略
す
る
）、
田
中
大
喜
「「
俣
賀
文
書
」
の
史
料
学
的
基
礎
考
察
」。

（
7
）　

前
掲
註
（
3
）
久
留
島
氏
論
文
。

（
8
）　

前
掲
註
（
6
）
渡
邊
氏
論
文
及
び
渡
邊
浩
貴
「
西
遷
御
家
人
内
田
氏
の
本
拠
景
観
と
高
津
川

流
域
」（『
中
世
武
家
領
主
の
世
界
』）
は
、
豊
田
郷
に
割
拠
し
た
俣
賀
氏
及
び
内
田
氏
を
題
材

に
そ
の
山
野
と
河
川
の
権
益
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。

　
　
　

ま
た
西
田
友
広
氏
は
、「
材
木
の
生
産
・
流
通
と
武
家
領
主
」（『
中
世
武
家
領
主
の
世
界
』）

に
て
、
材
木
の
生
産
・
流
通
と
河
川
の
関
係
を
高
津
川
流
域
の
事
例
も
含
め
幅
広
く
考
察
さ
れ

て
い
る
。

（
9
）　

前
掲
註
（
6
）
渡
邊
氏
論
文
。

（
10
）　

前
掲
註
（
2
）
西
田
氏
論
文
。

（
11
）　

前
掲
註
（
3
）
久
留
島
氏
論
文
。

（
12
）　
『
中
世
益
田
現
地
調
査
成
果
概
報
』
Vol.‌

2
で
は
こ
の
河
関
の
所
在
地
を
、
虫
追
上
組
の
対
岸

に
あ
た
る
、
安
富
町
に
残
る
小
地
名
「
古
関
」「
外
古
関
」
に
推
定
し
て
い
る
。

（
13
）　

前
掲
註
（
4
）
久
留
島
氏
「
益
田
家
文
書
に
お
け
る
文
書
の
集
積
と
分
散
」。

（
14
）　

前
掲
註
（
4
）
久
留
島
氏
「
益
田
家
文
書
に
お
け
る
文
書
の
集
積
と
分
散
」。

（
15
）　

前
掲
註
（
4
）
久
留
島
氏
「
益
田
家
文
書
に
お
け
る
文
書
の
集
積
と
分
散
」。

（
16
）　

前
掲
注
（
3
）
久
留
島
氏
論
文
。

（
17
）　

西
田
友
広
「
石
見
益
田
氏
の
系
譜
と
地
域
社
会
」（
高
橋
慎
一
朗
編
『
列
島
の
鎌
倉
時
代
』〈
高

（
益
田
市
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
二
二
年
一
一
月
二
一
日
受
付
、
二
〇
二
三
年
九
月
二
五
日
審
査
終
了
）

志
書
院
、
二
〇
一
一
年
〉）。
前
掲
註
（
2
）
西
田
氏
論
文
。

（
18
）　

前
掲
註
（
4
）
久
留
島
氏
「
中
世
武
家
所
領
と
女
性
の
相
続
」。

（
19
）　

前
掲
註
（
4
）
久
留
島
氏
「
益
田
家
文
書
に
お
け
る
文
書
の
集
積
と
分
散
」。

（
20
）　

高
橋
研
一
「
下
関
市
立
長
府
博
物
館
蔵
「
筆
陳
」
所
収
の
中
世
文
書
に
つ
い
て
」（『
山
口
県

史
研
究
』
一
七
号
、
二
〇
〇
九
年
）
の
三
六
号
。

（
21
）　

永
禄
十
三
年
（
一
五
七
〇
）
に
益
田
藤
兼
が
益
田
元
祥
に
譲
渡
し
た
所
領
の
目
録
（『
益
田

家
』
三
四
六
号
）
に
、「
福
井
庄
官
名
不
知
行
」
と
あ
り
、
益
田
氏
が
福
井
を
こ
の
と
き
は
実

効
支
配
で
き
て
い
な
い
も
の
の
、
本
来
は
所
領
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
22
）　

田
中
大
喜
「
石
見
高
津
氏
の
出
自
と
系
譜
」（『
日
本
歴
史
』
八
七
三
号
、
二
〇
二
一
年
）。

（
23
）　

久
留
島
典
子
「
文
書
戦
略
と
領
有
権
争
い
」（『
論
集
2
』）。
ま
た
、
前
掲
註
（
4
）
久
留
島

氏
「
益
田
家
文
書
に
お
け
る
文
書
の
集
積
と
分
散
」
も
参
照
の
こ
と
。

（
24
）　

前
掲
註
（
3
）
久
留
島
氏
論
文
。

（
25
）　

前
掲
註
（
8
）
渡
邊
氏
「
西
遷
御
家
人
内
田
氏
の
本
拠
景
観
と
高
津
川
流
域
」。
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Trends of the Lords Surrounding Nagano-sho, Iwami Province

NAKATSUKA Ken-ichi

In this paper, I consider trends of the lords surrounding Nagano-sho（長野荘）, Iwami province

（石見国）.

Two big manor, Msuda-sho（益田荘）and Nagano-sho（長野荘）, were located Masuda city in 

the middle ages. Research on Masuda-sho took the lead. On the other hand, research on Nagano-sho 

was delayed, but in recent years, has rapidly progressed. So, I look back at research on Nagano-sho.

I tried to analyze lords divided situation on Nagano-sho in Nanbokucho period（南北朝時代）and 

the process of the Masuda clans（益田氏）, the lord of Masuda-sho , advance into Nagano-sho .

In this paper, I try to follow the changes in ownership by gou（郷）in Nagano-sho until the 

Muromachi period（室町時代）. It was proved that Urabe clan（卜部氏）, ryoke（領家） of Nagano-

sho, remained in power. On the other hand, Takatsu clans（高津氏） and Uchida clans（内田氏）, the 

lords had possibility that could run against Masuda clan, never gained power.

Key words: Nagano-sho , Takatsu-gawa river, Masuda clan, Urabe clan




